
草津町上水道事業経営戦略（計画期間:2019年度－2033年度）

１.事業概要

供  用  開  始   昭和34年4月1日

法適・非適区分 法適用

計画給水人口  11,000 人

現在給水人口    5,722 人

有収水量密度    24.1 千ｍ3／ha

給 水

水     源     地下水

施 設 数 浄水場 3 ヶ所

    配水池 9 ヶ所

施 設 能 ⼒ 25,500 ｍ3／日

管 路 延 ⻑ 97.8 千ｍ

施設利用率 42.3 ％

施 設                  水道料⾦ ＝ 基本料⾦ ＋ 超過料⾦（消費税込）

基本料⾦には口径に応じて10ｍ３から300ｍ3までの基本水量が含

まれています。超過料⾦は基本水量を超過して使用した水量に応

じて請求します。水道料⾦は毎⽉請求しています。

料⾦改定年⽉⽇ : 2010年4月1日

料 ⾦

 草津町上水道事業では、検針業務を⺠間に委託しています。水質検査は、群⾺県吾妻地区で⼀括して

⾏っています。

 これまで、災害に強く安全で且つ安⼼な水の安定供給と経営基盤の強化のため、耐震化基礎調査を⾏っ

てきました。

 さらに、過年度、アセットマネジメントを策定し、中⻑期的な視点に⽴った計画的・効率的な水道施設

の改築・更新や維持管理・運営の資⾦管理⽅策を検討してきました。

 現在、「群⾺県水道ビジョンの策定に係る広域連携検討会」に参加し、検針システムの統合・様式の統

一、メータの共同購入等、広域化可能性について検討を進めています。

これまでの主な経営健全化の取組

愛町部

上下水道課

係⻑ 2名

主事 1名

技師 1名

係⻑ 2名

主任 1名

課⻑ １名

工務課

庶務課

経常収⽀⽐率 : 119.6 ％ 施 設 利 用 率 : 42.3％

流  動  ⽐  率 : 4,901 ％ 有 収 率 : 66.2％

給 水 原 価 : 63.4 円/m3 有形固定資産減価償却率 : 54.3％

供 給 単 価 : 77.6 円/m3 管路経年化率 : 3.7％

料 ⾦ 回 収 率 : 122.4 ％ 管 路 更 新 率 : 0.79％

給水収益に対する企業債残高の割合 : 2018年度に既往債は完済予定です。

経営比較分析表を

活用した現状分析

草津町上水道事業は、愛町部上下水道課が所管してい

ます。担当者は8名、平均年齢は40.5歳です。
組 織

2.将来の事業環境

 料⾦収⼊は、有収水量に⽐例します。料⾦収⼊の予測は、有収

水量の予測値と供給単価の最新の実績（2017年度）を基に⾏い

ました。

 2017年度の料⾦収⼊は202,407千円であるところ、基本計画

期間終了時点の2033年度には212,458千円に増加（105％）す

ると予測しています。

料⾦収⼊の⾒通し

 実績をもとに用途別に予測したところ、2017年度の1日あたり

の有収水量は7,148ｍ3/日ですが、2033年度には7,501ｍ3/日

になることが予測されました。

 年間有収水量は、2017年度2,609千ｍ3から基本計画期間終了

時2033年度には2,738千ｍ3に増加（104.9％）すると予測して

います。

水需要の予測

 草津町の人口は、減少傾向が続いています。草津町人口ビジョ

ンによる将来予測では、2020年には6,239人、2030年には

5,271人と推計しています。

 給水人口も、人口ビジョンで想定する人口の減少と同水準で減

少すると推計しています。

給水人口の予測

 構造物及び設備を法定耐用年数で更新する場合、今後20年間

の更新需要の額は、総額1,038百万円、年平均52百万円が⾒込ま

れます。

 管路を法定耐用年数で更新する場合、今後20年間の更新需要

の額は、総額6,957百万円、年平均348百万円が⾒込まれます。

 更新のための財源の確保と、更新需要を平準化する計画的な更

新が必要となります。

施設の⾒通し

 水源が⼭間部の湧水で⼩規模水源が多いため、導水管の占める割合が⾼く、維持管理には現在の人員以上での対応が必要です。

 今後は、維持管理の効率化を図るため、水源監視システムの導⼊の検討や水源の再構築を実施していきます。更に、委託化の検討、施設の統廃合などを検

討します。

組織の⾒通し



 将来にわたって安全・安心な水道水を安定的に供給するため、水道施設の維持・充実や水源の確保を進めるとともに、おいしい水道水の供給に向

けた配水施設等の整備を進めます。

3.経営の基本方針

おいしく安全な水を安定して供給するため、⽼朽管の布設替えなど、施設設備の更新を計画的に進めます。（１）水道施設の充実

災害時等の応急給水活動に対応できるよう施設等の整備を進めます。また、構造物及び管路の耐震化にも取り組み

ます。

（２）災害時の対応

効率的な経営により⽀出増の抑制に努めるとともに、原則として受益者負担とされている料⾦収⼊との均衡を図

り、安定した経営を目指します。更新投資の増⼤が⾒込まれる中で、財源確保が課題となっています。有収率の

改善に努める等により経費の削減を図り、経営健全化に取り組みます。

（３）経営健全化の取り組み

４.投資・財政計画（収支計画）

・アセットマネジメントに基づき、点検の結果を踏まえた更新の実施を判断します。

・将来の水需要を考慮して更新対象を選択し、集中的に更新を図ることで、更新費用を抑制しつつ、施設機能の維持を

図ります。

・「安全」・「強靭」・「持続」の3つの観点から、災害に強く安全で安心な水の安定供給に努めます。

収支計画のうち

投資について

今後、更新や修繕が増加する⾒込みであり、2029年度に11.5％の料⾦改定を検討しています。

また、建設改良費は将来世代も利用する施設の更新・改良に伴う⽀出であるため、企業債の発⾏も検討しています。

企業債は、2020年度より建設改良費に対して充当率50％での起債を検討しています。

・毎年、建設改良費の年度予算を確保して計画的な更新を⾏います。

・受益者負担の原則に⽴ち、必要な負担について理解を得るための適切な情報提供に努めます。

収支計画のうち

財源について

・委  託  料 : 現在、検針業務、水質検査業務を委託していますが、今後さらに委託の余地がないか検討していきます。

・修繕費、動⼒費 : 更新・改修⼯事等が進めば、軽減が期待できます。

収支計画のうち

投資以外の

経費について

（１）投資・財政計画（収支計画）: 別紙のとおり

（２）投資・財政計画（収支計画）の策定に当たっての説明

（単位:千円）

年度 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033

収益的収入 250,494 249,069 248,568 248,190 248,335 247,164 246,544 245,644 245,282 244,089 268,357 267,151 266,964 265,798 264,482

料⾦収⼊ 218,605 217,825 217,506 217,166 217,403 216,463 216,047 215,645 215,793 214,778 238,961 238,465 238,612 237,446 236,891

(料⾦改定率） 11.5%

⻑期前受⾦戻⼊ 30,231 29,586 29,404 29,367 29,274 29,044 28,839 28,341 27,832 27,653 27,738 27,029 26,695 26,695 25,934

その他 1,658 1,658 1,658 1,658 1,658 1,658 1,658 1,658 1,658 1,658 1,658 1,658 1,658 1,658 1,658

資本的収入 21,004 124,755 162,756 149,757 146,758 98,742 115,750 102,750 252,750 258,750 289,500 98,000 96,000 85,000 82,000

企業債 0 98,000 156,000 143,000 140,000 92,000 110,000 97,000 247,000 253,000 285,000 98,000 96,000 85,000 82,000

（起債⽐率） 50% 50% 50% 50% 50% 50% 50% 50% 50% 50% 50% 50% 50% 50%

国庫補助⾦ 0 5,750 5,750 5,750 5,750 5,750 5,750 5,750 5,750 5,750 4,500 0 0 0 0

その他 21,004 21,005 1,006 1,007 1,008 992 0 0 0 0 0 0 0 0 0

水源監視 第9水源監視システム構築

施設の診断 第4配水池補強設計

管路設計委託

重要施設給水管耐震化工事

基幹管路耐震化工事

送水管更新⼯事

導水管布設替工事

配水管布設替工事

水源改良調査設計（第4水源）

水源改良調査設計（第9水源）

水源改良調査設計（第5水源）

水源改良⼯事その1（第4浅井⼾⼯事）

水源改良⼯事その2（第5浅井⼾⼯事）

水源改良⼯事その3（第9水源）

第3浄水場更新計画

第3浄水場更新⼯事

整備案/事業名

持続可能な

水源確保

更新事業

管路の更新

水源監視 水源監視システム実施調査

第1配水池詳細診断

第6配水池（旧）詳細診断

変更認可設計（専用水道統合）

変更認可設計（簡易水道統合）

水道ビジョン作成

第1浄水場電気設備更新⼯事

第1浄水場計装設備更新⼯事

第2浄水場電気設備更新⼯事

第2浄水場計装設備更新⼯事

第6配水池電気設備更新⼯事

第6配水池計装設備更新

第7配水池電気設備更新⼯事

第7配水池計装設備更新

第8配水池電気設備更新⼯事

第8配水池計装設備更新

整備案/事業名

施設の診断

持続可能な

経営

水質監視



 毎年度、進捗管理（モニタリング）を⾏うとともに、４年

に⼀度を⽬安として⾒直し（ローリング）を⾏います。

・草津町上水道事業・前口簡易水道事業の統合の検討

  : 草津町上水道事業、前口簡易水道事業の２事業は、⾮常に関連の深い事業です。

   ２事業をひとつの⼤きな括りとしてとらえ、包括的に事業運営の検討を進めます。

・施設・設備の⻑寿命化等の投資の平準化

   : アセットマネジメントに基づき、点検の結果を踏まえた更新の実施を判断します。

・広域化の検討 : 草津町上水道事業では給水区域の多くが⼭間部に所在し、近隣の⾃治体とも⼭により隔てられて

  いるため、近隣⾃治体との浄水、配水設備の共用化は困難です。

     現在、近隣⾃治体で構成する群⾺県水道ビジョンの策定に係る広域連携検討会に参加しており、

検針システムの統合・様式の統一、メータの共同購入等、共同化が可能な業務についての広域化の

検討を進めていきます。

投資について

検討状況等

（３）投資・財政計画（収支計画）に未反映の取組や今後検討予定の取組の概要

・料    ⾦ : 受益者負担の原則に⽴ち、必要な負担について理解を得るための適切な情報提供に努め、

受益者負担の在り方について具体的検討を進めます。

・企  業  債 : 建設改良費の50％を起債で賄うことを検討しています。

・その他の取組: 補助事業については、情報を収集し、国庫補助⾦や交付⾦事業等でより有利な事業への移⾏を

柔軟に⾏い財源確保に努めます。

財源について

検討状況等

・委  託  料 : 今後、さらに委託の余地がないか、検討していきます。

・職 員 給 与 費: 職員について、これ以上の削減は事業継続上困難な状況ですが、維持管理の効率化を図るため、

水源監視システムの導入の検討や水源の再構築を実施し、経営の状況に合わせた実質的な削減を

検討します。

投資以外の

経費についての

検討状況等

5.経営戦略の事後検証、更新等に関する事項

Actio

n
Plan

DoCheck ・⾏動

具体的⾏動を決めて

実践します。

・改善

評価を反映した

改善案を策定し

ます。

・評価

⽬標と実績の差異を

把握して、計画の

評価を⾏います。

・計画

目標を設定し計画を

⽴案します。


